
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもは散らかし魔」 これこそ あそびの原点！ 

 床にバラバラになったものには見向きもしないのに、きれいに棚に片づ

けた途端、必ずといっていいほど散らかしに来る赤ちゃん・・・ 

実は理由があるのです。  

 子どもは、手や体を使って自然や物の性質を学びます。物に触ることは

子どもの学習形態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ささやまっこだより 

気温の寒暖差が大きい日が続きますね。そのような中子どもたちは季節の変化を楽しんでいます。園庭のあちらこちらから「だんご

むしだ！」「ありがいっぱいだよ」と虫さがしが始まりました。どのような場所に虫が潜んでいるのかコツをつかみ始めています。 

マットの下のじめっとした所、草むらの中、地面の小さな穴など毎日のチェックポイントになっています。0 歳児のすみれ組や 1 歳

児のたんぽぽ組の子どもたちも動きが活発になってきています。一生懸命に立とうとする子、おもちゃに向かってぐんぐん歩く子と思

うがままに楽しんでいるようです。 

６月号 

 

【保育参観】 

６月       

     3 日 もも組   

    4 日 ふじ組   

     5 日 ばら組 

10・11 日 さくら組 

12・13 日 たんぽぽ組 

10～13 日 すみれ組 

 

    

６月の行事予定表  

１４日(土) 園内研究会 

２０日(金) 避難訓練 

２６日(木) 第 1 回歯科検診(9:30～) 

２７日(金) 誕生会(先月の園だよりから日程変更) 

  2，16，30 日…えいごであそぼう(ばら組) 

  9，23日…えいごであそぼう(ふじ組) 

 

       「はやく おおきくなあれ！」 

年中のふじ組さんは“ひまわり”の種を、年長のばら

組さんは“野菜の苗”植えました。ふじ組さんの中に

は、初めて植物を育てることを経験した子もいたことで

しょう。種を土の中に植え、それがどのようになってい

くのか？摩訶不思議！毎日の水やりのお陰で、かわいい

芽が出てきています。これからの成長が楽しみです。 

一方ばら組さんは、昨年のばら組さんの様子をみてい

たので野菜の成長の想像がついている子もいたようで

す。“苗が伸びて、いずれ野菜の実が生る！”毎日細か

なところまで観察しているようです。 

    

７月の行事予定表  

８日(火) プールあそび開始 

１８日(金) 避難訓練 

１９日(土)  

２０日(日) 

２５日(金) 誕生会  

   14 日…えいごであそぼう(ばら組) 

 ７日…えいごであそぼう(ふじ組) 

子どもたちは、 

こうなっていると… 壊してしまいます。 

 

触ると 

 

形が変わった 

バラバラになった 

音がした 

倒れた 

 

原因 結果 

大発見！ 
因果関係（科学的思考）を学ん

でいるのです。 0～1,2 歳 

1,2歳～３歳 ４歳以降 

“秩序を壊すこと”が遊び 

（何度も繰り返す） 

令和 7年 6月 2日 

篠山保育園 園長 足立善一郎 

 

太鼓の練習はじまる！(ばら組) 

 待ちに待った“日本太鼓”の練習が始まりました。去年のばら組さん

から引き継ぎ、気持ちを入れ替え向き合っていました。 

太鼓の練習初日は、園長の太鼓の師匠である総合音楽研究所の佐

元先生に指導いただきました。リズム遊び、 

ばちあそびで体を慣らしたところで、太鼓 

に向かって基礎打ちを練習しました。 

 今は、音もバラバラですがこれからが楽し 

みです。 

おとまり会（ばら組） 
 

１９日は、おとまり会の

ため、他のクラスは 

午後 2 時までにお迎

え下さい。 

「火事だ にげろ！」 避難訓練 

月に一度の避難訓練。今回は給食室から出火という想定で

した。放送を聞いてまず落ち着くこと、その後子どもたちは

担任の声掛けに従い、ふざけることなく園庭に避難すること

ができました。その後は、練習用消火器を使い職員による消

火訓練を行いました。子どもたちは、水害など身近で災害が

起きていること知っており、真剣に取り組んでいました。 

 

「がまん がまん 

ゆっくり聞こうね 

子どものいい分」 

自立へ向けて、懸命に自分を表現しようとしている 

子どもの主張。 

なのに、押さえつけてしまいそうな私。 

でも、ちょっとだけ深呼吸してみて。 

とっても大切な、大切な いい分ですよね。 子育て 
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